
一 　
　
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
町
「
由
比
」

　・
　

透
明
で
美
し
い
桜
色
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

�
海
の
宝
石�
と
も
言
わ
れ
る
サ
ク
ラ
エ
ビ
は
、
体

長
四
〜
五
㎝
の
小
型
の
エ
ビ
。
深
海
性
の
生
物
と

さ
れ
、
日
中
は
二
〇
〇
〜
三
五
〇
ｍ
の
水
深
に
生

息
し
て
い
る
が
、
夜
に
な
る
と
水
深
二
〇
〜
六
〇

ｍ
の
上
層
部
に
浮
上
す
る
と
い
う
習
性
を
持
つ
。

体
長
の
三
倍
も
あ
る
ヒ
ゲ
（
第
二
触
角
）、
小
さ
な

体
に
約
一
六
〇
個
の
発
光
器
、
等
の
特
徴
を
も
つ

こ
の
エ
ビ
は
、
日
本
で
は
静
岡
県
の
駿
河
湾
で
し

か
獲
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
駿
河
湾
の

サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
に
か
か
る
水
揚
代
金
の
プ
ー
ル
計

算
制
は
、
資
源
管
理
の
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
今
回
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
の
中
心
地

「
由
比
」
を
訪
ね
、
そ
の
経
緯
や
資
源
管
理
の
実
態

な
ど
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
紹
介
す
る
。

　
「
由
比
」
と
い
う
地
名
の
由
来
は
「
共
同
・
仲

間
」
と
さ
れ
て
お
り
、
湯
井
、
油
井
、
由
伊
等
さ

ま
ざ
ま
な
呼
び
名
が
あ
っ
た
が
、
明
治
二
二
年
の

町
制
施
行
で
「
由
比
」
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う
。

東
海
道
五
十
三
次
一
六
番
目
の
宿
場
町
と
し
て
、

あ
る
い
は
由
比
正
雪
（
慶
安
事
件
）
の
生
家
「
正

雪
紺
屋
」（
染
物
屋
）
や
東
海
道
広
重
美
術
館
の
あ

る
町
と
し
て
知
ら
れ
る
。
総
面
積
二
三�
の
約
七

〇
％
が
傾
斜
地
で
、
耕
地
・
宅
地
あ
わ
せ
て
六�

強（
人
口
一
三
千
人
）。
海
岸
線
の
す
ぐ
際
ま
で
山

が
迫
り
、
そ
の
狭
い
間
を
縫
う
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
東

海
道
本
線
、
国
道
一
号
、
東
名
高
速
道
路
、
そ
し

て
旧
東
海
道
が
海
岸
線
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
。

　

訪
問
し
た
六
月
一
三
日
、
時
あ
た
か
も
「
旧
東

海
道
を
歩
く
」
企
画
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ

由
比
駅
近
辺
や
車
の
す
れ
違
い
に
も
注
意
が
必
要

な
ほ
ど
軒
先
の
迫
る
街
道
に
は
、
三
々
五
々
に
連

れ
立
つ
グ
ル
ー
プ
が
目
に
付
い
た
。
各
人
が
手
に

す
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
中
身
は
、
街
道
沿
い
に
並
ぶ

加
工
・
販
売
店
で
購
入
し
た
桜
え
び
や
シ
ラ
ス
だ

ろ
う
か
？
…
と
思
い
つ
つ
街
道
を
外
れ
、
今
回
お

話
を
伺
っ
た
宮
原
理
事
、
鈴
木
販
売
課
長
の
お
二

人
が
待
つ
由
比
港
漁
協
へ
と
道
を
急
い
だ
。

二 　
　
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
の
特
徴

　・
　

由
比
・
蒲
原
・
大
井
川
三
町
の
漁
業
者
に
の
み

操
業
が
認
め
ら
れ
、
た
と
え
他
の
漁
業
者
が
偶
然

採
っ
た
サ
ク
ラ
エ
ビ
で
あ
っ
て
も
水
揚
で
き
な
い

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
性
を
も
つ
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
。

そ
の
起
源
は
、�
由
比
の
ア
ジ
漁
師
が
偶
然
に
大
量

漁
獲
す
る
方
法
を
発
見
し
た
明
治
二
七
年
と
さ
れ

る
。
現
在
の
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
は
、
一
隻
に
一
四
名

が
乗
り
組
み
、
一
ヶ
統
（
二
隻
の
船
）
単
位
で
、

船
曳
網
と
い
う
漁
法
で
行
う
。
夜
間
に
浮
上
し
て

く
る
と
い
う
エ
ビ
の
習
性
を
利
用
し
て
夜
間
に
漁

を
行
う
た
め
、
当
地
で
は
「
夜
曳
（
よ
び
き
）
網
」

と
呼
ん
で
い
る
。

　

県
の
規
則
上
、
毎
年
一
〇
月
一
日
か
ら
翌
年
六

月
一
〇
日
ま
で
が
漁
期
と
さ
れ
、
産
卵
期
間
（
六

〜
八
月
）
を
含
む
そ
れ
以
外
の
期
間
は
禁
漁
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
漁
は
春
漁

（
三
月
下
旬
〜
六
月
上
旬
）、
秋
漁
（
一
〇
月
下
旬

〜
一
二
月
下
旬
）
で
運
用
さ
れ
、
し
か
も
後
述
す

る
よ
う
な
漁
業
者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
も
あ
り
、

実
操
業
日
数
は
年
間
五
〇
日
弱
と
な
っ
て
い
る
。

三 　
　
水
揚
代
金
の
プ
ー
ル
計
算
制

　・
�
導
入
の
背
景
・
経
緯

　

サ
ク
ラ
エ
ビ
は
、
駿
河
湾
内
に
点
在
す
る
形
で

群
遊
し
、
し
か
も
そ
の
時
々
で
魚
群
の
深
さ
も
変

わ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
は
魚
群
の
位
置
を
正
確

に
把
握
し
、
そ
こ
に
網
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

人
の
水
揚
げ
が
多
く
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
魚
群
探
知
に
関
す
る
機
器

の
開
発
以
降
（
昭
和
三
五
年
全
船
に
装
備
）、
狭
い

漁
場
内
で
の
魚
群
を
め
ぐ
っ
て
の�
陣
取
り
合
戦�

の
様
相
を
呈
し
、
過
剰
投
資
や
船
舶
事
故
の
危
険

増
大
、
あ
る
い
は
漁
労
負
荷
の
増
大
に
つ
な
が
っ

た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
四
一
年
に
水
揚
代
金
の
均

等
配
分
制
度
（
プ
ー
ル
計
算
制
）
を
導
入
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
、
三
日
間
と
か
七
日
間
と
か
、
漁
場

が
一
定
す
る
ま
で
の
期
間
だ
け
を
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

―  ７  ―
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現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

沿
岸
漁
業
に
お
け
る
資
源
管
理
の
一
つ
の
道

沿
岸
漁
業
に
お
け
る
資
源
管
理
の
一
つ
の
道

――
駿
河
湾
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
の
水
揚
代
金
プ
ー
ル
計
算
制
に
見
る

駿
河
湾
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
の
水
揚
代
金
プ
ー
ル
計
算
制
に
見
る
――



―  ８  ―

そ
の
情
報
を
も
と
に
、
委
員
長
の
指
示
で
半
数
の

三
〇
ヶ
統
が
一
斉
に
網
を
入
れ
、
一
三
ノ
ッ
ト
に

制
限
さ
れ
た
速
度
で
網
を
曳
く
。
そ
し
て
一
斉
に

網
を
巻
き
上
げ
、
た
だ
ち
に
各
船
の
水
揚
量
を
集

計
す
る
。
目
標
漁
獲
量
に
達
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ

で
漁
を
打
ち
切
る
。
魚
群
の
濃
さ
等
を
勘
案
し
て

網
入
れ
時
間
を
判
断
す
る
、
対
策
委
員
長
の
経
験

と
勘
が
生
き
る
場
面
で
あ
る
。
不
足
の
場
合
は
、

一
度
目
に
網
を
曳
か
な
か
っ
た
船
が
網
を
入
れ
る

が
、
通
常
一
五
ヶ
統
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
結
果

的
に
網
を
曳
か
な
い
船
が
一
五
〜
三
〇
ヶ
統
出
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
漁
終
了
後
、
漁
場
に
お

い
て
漁
獲
物
の
分
配
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
プ
ー
ル

制
を
採
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
漁
獲

物
の
分
配
は
不
要
の
は
ず
で
あ
る
が
、
仲
買
人
組

合
で
の
取
り
決
め
（
一
船
に
つ
い
て
の
買
い
付
け

制
限
）
や
漁
業
者
の
気
持
ち
を
考
え
て
の
こ
と
だ

そ
う
で
あ
る
。

�
仕
組
み
と
課
題

　

水
揚
げ
は
由
比
・
大
井
川
の
両
漁
港
に
お
い
て

行
わ
れ
る
。
蒲
原
町
分
は
、
由
比
港
に
水
揚
後
陸

送
さ
れ
、
セ
リ
に
か
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
場
で
の
水
揚
代
金
は
日
々
集
計
、
配
分

さ
れ
る
。
配
分
対
象
金
額
は
、
水
揚
代
金
か
ら
市

場
手
数
料
、
保
冷
庫
保
管
料
等
を
差
し
引
い
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
船
主
四
五
％
、
乗
組
員
五
五

％
の
取
り
分
に
応
じ
て
、
船
一
隻
あ
た
り
、
船
員

一
名
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
均
等
に
配
分
す
る
仕
組

み
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
資
源
や
後
継
者
の

問
題
も
な
く
、
課
題
も
再
来
年
に
「
乗
組
員
一
二

名
体
制
」
を
踏
ま
え
た
取
り
分
割
合
の
変
更
が
あ

る
程
度
で
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

冒
頭
に
紹
介
し
た
町
名
の
由
来
（
＝
「
共
同
・

仲
間
」）
そ
の
ま
ま
に
、
三
町
に
拡
大
し
て
も
強
固

な
協
調
体
制
が
維
持
さ
れ
、
プ
ー
ル
計
算
制
を
軸

に
し
た
資
源
管
理
は
十
分
そ
の
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、

「
法
制
度
上�
無
主
物�
と
さ
れ
る
水
産
資
源
の
管

理
に
は
、
例
え
ば
当
地
の
プ
ー
ル
計
算
制
等
、
�
先

取
り�
を
緩
和
・
防
止
す
る
何
ら
か
の
手
だ
て
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

　

最
後
に
、
�
沖
あ
が
り�
と
い
う
現
地
な
ら
で
は

の
サ
ク
ラ
エ
ビ
料
理
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
れ

は
、
生
桜
え
び
を
豆
腐
や
ネ
ギ
な
ど
と
と
も
に
、

酒
・
醤
油
・
砂
糖
で
味
付
け
し
て
煮
込
む
、
い
わ

ば
ス
キ
ヤ
キ
風
の
料
理
。
手
で
網
を
曳
い
て
い
た

頃
、
漁
を
終
え
、
沖
か
ら
あ
が
っ
て
く
る
の
は
明

け
方
。
す
っ
か
り
冷
え
切
っ
た
身
体
を
暖
め
疲
れ

を
と
る
た
め
に
、
船
元
の
お
か
み
さ
ん
が
水
揚
げ

し
た
ば
か
り
の
エ
ビ
を
使
っ
て
や
や
甘
め
に
料
理

し
、
乗
組
員
全
員
に
振
る
舞
っ
て
く
れ
た
も
の
だ

と
い
う
。
料
理
名
の
由
来
で
も
あ
る
。

（
出
村
雅
晴
）

　

そ
の
後
、
昭
和
四
三
年
の
大
量
水
揚
に
よ
り
魚

価
が
四
分
の
一
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
水
揚

高
や
価
格
の
変
動
に
よ
る
漁
家
経
営
の
不
安
定
性

増
幅
、
あ
る
い
は
乱
獲
（
資
源
枯
渇
）
と
い
う
新

た
な
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
昭
和
四
三
年
秋
漁

か
ら
、
由
比
・
蒲
原
・
大
井
川
の
三
町
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
に
実
施
す
る
「
地
域
別
の
プ
ー
ル
制
」
へ

と
展
開
。
さ
ら
に
昭
和
五
二
年
春
漁
か
ら
、
三
町

の
全
船
（
六
〇
ヶ
統
）
を
対
象
と
す
る
プ
ー
ル
計

算
制
へ
と
拡
大
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の

過
程
で
資
源
管
理
面
で
の
色
彩
を
強
め
、
と
く
に

昭
和
五
五
年
、
平
成
九
年
の
極
度
の
不
漁
を
契
機

に
、
ま
す
ま
す
そ
の
側
面
で
の
役
割
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

�
出
漁
対
策
委
員
会

　

資
源
管
理
の
軸
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
が
、

漁
業
者
代
表
一
九
名
（
由
比
七
、
蒲
原
六
、
大
井

川
六
）
で
構
成
さ
れ
る
「
出
漁
対
策
委
員
会
」
で

あ
る
。
現
在
は
、
春
漁
一
、
六
〇
〇
ト
ン
、
秋
漁

八
〇
〇
ト
ン
計
二
、
四
〇
〇
ト
ン
（
最
大
二
、
五

〇
〇
ト
ン
）
を
目
途
に
漁
獲
量
を
管
理
。
こ
の
数

値
は
、
漁
業
者
の
経
験
や
県
水
産
試
験
場
の
意
見

を
参
考
に
し
た
が
、
両
者
の
意
見
は
一
致
し
た
と

い
う
。
漁
の
期
間
中
、
毎
日
一
三
時
か
ら
委
員
会

を
開
催
し
、
①
気
象
情
報
等
に
基
づ
く
出
漁
の
可

否
、
②
前
日
の
漁
模
様
等
を
踏
ま
え
た
当
日
の
目

標
水
揚
量
、
等
を
決
め
て
い
る
。

　

出
漁
し
て
か
ら
は
、
対
策
委
員
長
の
指
示
が
す

べ
て
で
あ
る
。
全
船
出
漁
し
、
そ
れ
ぞ
れ
魚
探
装

置
で
サ
ク
ラ
エ
ビ
魚
群
の
位
置
・
密
度
を
探
る
。
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